
■映画のミカタプロジェクトテーマ
沖縄で制作された音声ガイド・日本語
字幕付き映画作品で、ご家族、ご友人
など、誰でも 一緒に、同じ空間で、同じ
タイミングで、泣いたり、笑ったり、感動し
たりの楽しいひと時を・・

Eiganomikata project

■音声ガイドとは・・・

目の見えない、見えにくい方も映画を楽し
めるように、映像の情報を音声で補うサー
ビスです。
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「沖縄映画を誰もが楽しめる上映会」
事業報告書

2025年度おきぎんふるさと振興基金 事業

報告者：株式会社918 映画のミカタプロジェクト
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本事業の趣旨について

※テーマ及び以下記述の「沖縄映画」とは、沖縄が舞台、沖縄で制作された映画をいいます。

弊社は「誰でも一緒に、同じ空間で、笑い、泣き、感動し、楽しめる映画の上映会」をテーマに令和３年から現在まで、映画のミカ
タ上映会（ゆんたく映画祭）」と銘打ち、沖縄を舞台にした映画作品の上映会をプロデュース及び主催開催（映画のミカタプロジェ
クト）をしています。
また「誰でも一緒に」という観点から、映画作品に音声ガイドや日本語字幕を付け、特別編集を行い、視覚に障碍がある方、聴覚

に障碍がある方も映画を楽しんで頂けるようにしました。
令和３年から令和５年にかけて、沖縄県文化振興会のご支援を頂いたことで、現時点で沖縄映画に音声ガイドと日本語字幕を特

別編集した映画が１１本完成し、その作品を上映することが可能です。
近年、県外から「映画のミカタプロジェクト」を視察に来県される団体様及び問い合わせなどが寄せられており、プロジェクトが、

ようやく認知されてきたように感じます。
令和5年12月開催の「第56回沖縄県身体障害者福祉大会」にお招きいただき「音声ガイド・日本語字幕を付けた沖縄映画」の上

映と講演をさせていただいたことから、県内の福祉協議会はじめ福祉団体から「我が町で上映会開催してほしい」という声を多く
いただくようになりました。
そのことから、本活動は「県内隅々まで届けたい」という新たなテーマを掲げ、活動範囲を全地域へ広げていくこととしました。
本活動は障碍の有る無しに関わらず全ての人が、上映会をとおして、同じ空間で、同じタイミングで、笑ったり、泣いたり、感動し

たりを共有することで「地域で共存する」ことを再確認できます。
※本事業では「沖縄映画の上映会」に加え「上映映画の関係者と鑑賞者のゆんたくタイム（おしゃべり）」をセットで開催しており、
沖縄映画をより深く楽しめるプログラムです。

テーマ：沖縄映画を誰もが楽しめる上映会の開催（沖縄県内隅々の地域に届けたい）
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開催候補地：国頭村民ふれあいセンター

開催候補地：宜野座村文化センター

開催候補地：八重瀬町公民館Eiganomikata project

本基金応募のテーマは、「沖縄映画を誰もが
楽しめる上映会の開催（沖縄県内隅々の
地域に届けたい）です。

そのテーマのもと、計画では開催地を、①国
頭村、②宜野座村、③八重瀬町の３候補と
し、本基金の採択後、各関係機関（自治体、
各地域の社会福祉協議会等）へ企画のプ
レゼンテーション及び意見交換等を重ねまし
た。
その結果、地域の協力体制やスケジュール調
整などを鑑み、②宜野座村での開催に決定
しました。

上映会開催地について
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MC:山城 智二（お笑い芸人）

司会：末吉 甘奈（フリーアナウサー）

ゆんたくタイムゲスト出演者：

川田 広樹（お笑い芸人/ガレッジセール）

末吉 甘奈（短編作品ナレーション/フリーアナ
ウサー）

Eiganomikata project

■チラシ及びゲスト出演者 ■障碍者のお申込み及び来場受付体制について

障碍がある方が、安心して来場
できるようなご案内にしました。
開催当日の受付では、地域ボラ
ンティアの皆様にご協力を頂き、
お席までの誘導を行いました。

会場受付の様子（写真は、視覚障碍者の来場
者を座席まで誘導の場面です）
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会場：宜野座村文化センター がらまんホール 所在地：沖縄県宜野座村宜野座314-1

上映会会場について
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上映会について

鑑賞者（視覚障碍者）とゲストの
質問タイム

ご家族づれ、子供達、ご年配のかた、視覚、
聴覚、身体が不自由なかたなど、沢山のか
たに鑑賞して頂きました。

手話で挨拶をする主催者

上映作品（短編1作品/長編１作品）



手話通訳士の皆さん
（ゆんたくタイム）
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ゆんたくタイムについて

鑑賞者からとゲストへの質問タイム（写真は聴覚障碍
者。手話での会話を手話通訳士を介してのやり取りは、
健常者の皆様へ本事業の趣旨を十分にご理解いただけ
たとものと思います。）

取材を受ける鑑賞者

どの出演者が話しているこかが、解るように、
地元高校生による矢印ボードでサポート

鑑賞者からゲストへの質問タイム
（写真は視覚障碍者。自ら手を挙げ
て発言して頂きました。）



QAB琉球朝日放送番組「17のたね」で取り上げてい
ただきました。
下記のワード検索でアーカイブが視聴できます
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■本基金に採択頂いたおかげで、本プロジェクトの
取り組みを番組で放送して頂きました。

取材を受ける鑑賞者

#224「映画のミカタプロジェクト」 – Quebee
キュエビー

■新聞メディアにて告知及び寄稿記事について

https://www.qab.co.jp/quebee/video/seeds224/
https://www.qab.co.jp/quebee/video/seeds224/
https://www.qab.co.jp/quebee/video/seeds224/
https://www.qab.co.jp/quebee/video/seeds224/
https://www.qab.co.jp/quebee/video/seeds224/


上映会の来場者数について
ご支援・ご協力を頂いた団体、企業等の皆様

・おきぎんふるさと振興基金
・社会福祉法人 宜野座村社会福祉協議会
・宜野座村地域支援センターアイリス
・宜野座村
・宜野座村６区会
・宜野座村民生委員児童委員協議会
・沖縄県立宜野座高校
・宜野座村建設業者会
・宜野座村議会
・一般社団法人宜野座村観光協会
・ひるぎの会
・バリアフリー映画鑑賞推進団体シテイライツ/シネマ・チュプキ・タバタ

・宜野座村教育委員会
・大城 桜子（聾者 女優）
・株式会社GLAB
・有限会社宜野座ビル管理
・社会福祉法人明世会
・沖縄県視覚障害者福祉協会
・沖縄県身体障害者福祉協会
・沖縄県網膜色素変性症協会（JRPS沖縄）
・沖縄県立芸術文化芸術研究所 9

Eiganomikata project
鑑賞者数157人
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最後に・・・ 

このたびは「おきぎんふるさと振興基金」を活用させていただき大変ありがとうございました。

開催した「映画上映会」は、“誰でも一緒に”は勿論ですが「地域の有志、団体、首長、議会議員」な
どにも参画して頂き、「地域のコミュニティづくりを一緒に考えていく場、本事業を理解して頂く
場にしたい」「文化＋福祉のモデル事業にしたい」という、もう一つのテーマがあります。

今回の上映会では、９ページ記載の「ご支援、ご協力を頂いた団体、企業等の皆様」の通り、予想
を上回る方々のご支援及びご協力を頂けたことは、 「地域のコミュニティづくりを一緒に考えて
いく場、本事業を理解して頂く場にしたい」「文化＋福祉のモデル事業にしたい」という我々の事
業目的が達成できたものと思っています。
「地域コミュニティ」分野では、本上映会がキッカケで、宜野座村所在の福祉団体と、お隣である名
護市所在の福祉団体との交流が始まりました。このことは「地域のコミュニティづくり」に一役貢
献できたのではないかと自信を深めました。
本事業が開催できたことで、また一つ、経験を蓄積することができました。
今後も、「沖縄映画を誰もが楽しめる上映会の開催（沖縄県内隅々の地域に届けたい）」プロジェ
クト理念のもと「文化＋福祉のモデル」として地域貢献ができるよう活動していく所存です。
おきぎんふるさと振興基金さまには、本当にお世話になりました。
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